
おろかな 金
かね

持
も

ち
　ねる 用

よう

意
い

を しながら、デービッドが 悲
かな

しそうに 言
い

いました。「おじいちゃん。

だれも、ぼくと いっしょに 遊
あそ

んでくれないんだ！」

　「それは また、どうしてだい、デービッド？」　おじいちゃんが 聞
き

き返
かえ

しました。

　「あのね、いっしょに 遊
あそ

ぼうって だれかを さそうと、その 子
こ

は いつも、

ぼくが 遊
あそ

びたい おもちゃで 遊
あそ

びたがるんだ。ぼく、みんなと 遊
あそ

びたいけど、

自
じ

分
ぶん

の おもちゃでも 遊
あそ

びたいんだ。どうして おもちゃを 貸
か

さないと だめなの？」

　おじいちゃんは ちょっと 考
かんが

えると、こう 言
い

いました。「その 問
もん

題
だい

を 解
かい

決
けつ

するのに 

役
やく

立
だ

ちそうな いい お 話
はなし

が あるよ。」

　「聖
せい

書
しょ

物
もの

語
がたり

の 本
ほん

を 持
も

っておいで。ねる 前
まえ

に、その お 話
はなし

を してあげよう。」

　デービッドは、すぐに 本
ほん

を 取
と

ってきました。そして、おじいちゃんの となりに すわると、

おじいちゃんは お 話
はなし

を 読
よ

み始
はじ

めました。
*

　 昔
むかし

々
むかし

、ある ところに、金
かね

持
も

ちの 農
のう

場
じょう

主
ぬし

が いました。この  農
のう

場
じょう

主
ぬし

を、リッチーさんと 

よぶ ことに しましょう。リッチーさんは、とても 大
おお

きな 農
のう

場
じょう

を 持
も

っていました。

ある 年
とし

の こと、畑
はたけ

は 大
だい

豊
ほう

作
さく

に なり、リッチーさんの 所
ところ

で 働
はたら

いている 人
ひと

たちは、とても 

たくさんの 収
しゅう

穫
かく

を 刈
か

り取
と

りました。



　リッチーさんは、労
ろう

働
どう

者
しゃ

たちが 穀
こく

物
もつ

の 

入
はい

った 袋
ふくろ

を 注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く 納
な

屋
や

に 運
はこ

び入
い

れる 

様
よう

子
す

を、じっと 見
み

守
まも

っていました。

　リッチーさんが 穀
こく

物
もつ

袋
ぶくろ

の 山
やま

に 見
み

とれて

いると、近
きん

所
じょ

の 人
ひと

が 通
とお

りかかって 言
い

いました。

「今
ことし

年は、ものすごい 収
しゅう

穫
かく

が ありましたね！」

　「 全
まった

くだ！　何
なに

しろ、作
さく

物
もつ

を 育
そだ

てる 

土
と

地
ち

が 広
ひろ

いからのう！　わしは、全
まった

くもって

祝
しゅく

福
ふく

されておる！　金
かね

持
も

ちだぞ！」

　リッチーさんが 自
じ

分
ぶん

が どんなに 金
かね

持
も

ちかを 

じまんしていると、貧
まず

しい 労
ろう

働
どう

者
しゃ

が 来
き

て 

たずねました。「ご主
しゅ

人
じん

様
さま

。今
ことし

年は 

豊
ほう

作
さく

でしたから、いくらかの 穀
こく

物
もつ

を、

わたしたちの 家
か

族
ぞく

のために 分
わ

けていただく 

ことは できないでしょうか？」

　「何
なん

だと？　そりゃ できん！　これは すべて、

わしのために 取
と

っておかねば ならんからな！」

リッチーさんが 大
おお

声
ごえ

で 言
い

いました。

　貧
まず

しい 労
ろう

働
どう

者
しゃ

は 納
な

屋
や

を 見
み

、それから 

リッチーさんの 方
ほう

に 向
む

いて 言
い

いました。

「で、ですが、 収
しゅう

穫
かく

が 多
おお

過
す

ぎて、ご主
しゅ

人
じん

様
さま

の 

納
な

屋
や

には 全
ぜん

部
ぶ

 入
はい

り切
き

れませんよ！」

　「たわけた ことを！　入
はい

るに 決
き

まっておる。」

と リッチーさんは 答
こた

えました。



　「そうですね、でも、2、3 袋
ふくろ

 いただいても

大
たい

して 変
か

わりは ないと 思
おも

うのですが。

わたしたちは 一
いっ

生
しょう

けん命
めい

 働
はたら

いているのに、

非
ひ

常
じょう

に 貧
まず

しいのです。」

　「だめだ、だめだ！　穀
こく

物
もつ

を やる わけには 

いかん！　わしには 全
ぜん

部
ぶ

、必
ひつ

要
よう

なのだ。」

　そう 言
い

うと、リッチーさんは 行
い

ってしまいました。

　その 日
ひ

の 午
ご

後
ご

の ことです。労
ろう

働
どう

者
しゃ

たちが 

穀
こく

物
もつ

の 袋
ふくろ

を 納
な

屋
や

に ぎゅうぎゅう つめこんだ 後
あと

も、

入
はい

り切
き

らなかった 穀
こく

物
もつ

の 袋
ふくろ

が、まだ たくさん 

ありました。

　｢ 何
なん

という ことだ！　労
ろう

働
どう

者
しゃ

が 言
い

っていた

通
とお

りだぞ。 収
しゅう

穫
かく

が 多
おお

くて、全
ぜん

部
ぶ

 納
な

屋
や

に 入
はい

り

切
き

らないなんて！　一
いっ

体
たい

 どうしたら いいんだ？」

　リッチーさんは、だんだん 心
しん

配
ぱい

に なってきて

しまいました。「大
たい

変
へん

だぞ。穀
こく

物
もつ

を 人
ひと

に 

あげなくては ならなくなるかも！」　リッチーさんは 

ギョッと しました。・・・が、ある ことを 

思
おも

いつきました。

　「そうだ！　いい ことが ある。もっと 大
おお

きな 

納
な

屋
や

を 建
た

てて、自
じ

分
ぶん

の 物
もの

を 全
ぜん

部
ぶ

 しまえるように 

しよう。そうすれば、だれにも あげずに 

すむぞ。」

*



　デービッドが 言
い

いました。「とても 欲
よく

張
ば

りな 

人
ひと

だね！　自
じ

分
ぶん

のために 働
はたら

いている 人
ひと

たちは 

とても 貧
まず

しくて、自
じ

分
ぶん

には とても たくさんの 

穀
こく

物
もつ

が あったのに、全
ぜん

然
ぜん

 あげようと しなかった

なんてね。」

　おじいちゃんも 言
い

いました。「 全
まった

くね。本
ほん

当
とう

に

欲
よく

張
ば

りな 男
おとこ

だね。だが その 夜
よる

、神
かみ

様
さま

は 

リッチーさんに こう 言
い

われたんだ。

『おろか者
もの

め！　今
こん

夜
や

、おまえは 死
し

ぬのだぞ。

おまえが ためこんだ 物
もの

は、一
いっ

体
たい

 どうするのかね？』

　神
かみ

様
さま

が そう 言
い

われると、その 欲
よく

張
ば

りな 

農
のう

場
じょう

主
ぬし

は、ねむっている 間
あいだ

に 死
し

んでしまった。

そして、自
じ

分
ぶん

の 富
とみ

は すべて、後
あと

に 残
のこ

して

いかなければ ならなかったんだ。」

　「彼
かれ

は 利
り

己
こ

的
てき

で 欲
よく

が 深
ふか

かったから、神
かみ

様
さま

が

すべてを 取
と

り去
さ

ってしまったんだね。」と 

デービッド。

　「その通
とお

り！　持
も

っていた 物
もの

を ほかの 

人
ひと

たちに 分
わ

けてあげる 代
か

わりに、自
じ

分
ぶん

のために

もっと ためこもうと して、もっと 大
おお

きな 納
な

屋
や

を

建
た

てようと したからね。金
かね

持
も

ちで いる ことや、

納
な

屋
や

を たくさん 持
も

っている ことは、何
なに

も 悪
わる

い 

ことじゃ ない。まちがって いたのは 何
なん

だと 

思
おも

うかい？」　おじいちゃんが デービッドに 

たずねました。



　「分
わ

け合
あ

いたがらなかった  

ことかな。こまっている 

人
ひと

たちに、これっぽちも 

あげようと しなかったものね。」

と デービッドが 答
こた

えました。

　「その 通
とお

りだ！」　

おじちゃんが 言
い

いました。

　「おじいちゃん。ぼく、

たくさんの おもちゃを 

持
も

ってるよね。だけど、だれも 

ぼくと 遊
あそ

びたがらないんだ。」と 

デービッド。

　「おまえは、おもちゃは 

たくさん 持
も

っているが、それは 

きっと、神
かみ

様
さま

が おまえに ほかの 

子
こ

たちと 分
わ

け合
あ

ってほしくて、

そんなに たくさん 下
くだ

さった 

せいだろう！  わすれちゃ 

いけないよ。『受
う

けるよりも、

与
あた

えるほうが 幸
さいわ

い』なんだ。

与
あた

える ことによって 失
うしな

う ことは 

ないんだよ！」

*



　次
つぎ

の 日
ひ

の ことです。友
とも

だちの トミーが、

自
じ

転
てん

車
しゃ

で デービッドの 家
いえ

の 前
まえ

を 通
とお

り

かかりました。

　「やあ、トミー！　うちで 遊
あそ

んでいかない？」と、

デービッドが 声
こえ

を かけました。

　トミーは おどろいた 様
よう

子
す

でした。でも、

うれしそうに 返
へん

事
じ

しました。

　「うん！　じゃあ、お母
かあ

さんに 言
い

ってくるね。」

　トミーが もどって来
く

ると、デービッドは

トミーに 自
じ

分
ぶん

の おもちゃ箱
ばこ

を 見
み

せて 

言
い

いました。「遊
あそ

びたい 車
くるま

を 選
えら

んで いいよ。

そしたら 道
どう

路
ろ

を 作
つく

って、その 上
うえ

を 走
はし

らせて 

遊
あそ

ぼう。」

　「本
ほん

当
とう

？　遊
あそ

びたい 車
くるま

を ぼくが 最
さい

初
しょ

に

選
えら

んで いいの？」　トミーが たずねました。

　「うん、いいよ！」　デービッドは 

にっこりと 笑
わら

って 言
い

いました。

　「じゃあねえ・・・。パトカーと 消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

で

遊
あそ

びたいな。」と トミー。

　それは 自
じ

分
ぶん

の お気
き

に入
い

りの 車
くるま

でしたが、

デービッドは 言
い

いました。「オッケー！　じゃ、

ぼくは 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

と レッカー車
しゃ

に するよ。 

さあ、道
どう

路
ろ

を 作
つく

ろう！」



　デービッドは うれしそうに 笑
わら

って、

トミーと 遊
あそ

び始
はじ

めました。友
とも

だちと 

遊
あそ

べて、うれしかったのです。

　しばらく 遊
あそ

んだ 後
あと

で、デービッドの 

お母
かあ

さんが 来
き

ました。トミーの 

お母
かあ

さんから 電
でん

話
わ

が あって、夕
ゆう

食
しょく

の 

時
じ

間
かん

だから 帰
かえ

って来
き

なさいという 

ことでした。

　「帰
かえ

る 前
まえ

に、おもちゃを 片
かた

付
づ

けるのを 

手
て

伝
つだ

うよ。」と トミーが 言
い

いました。

　デービッドは 「ありがとう！」と 言
い

って、

こう 付
つ

け加
くわ

えました。「明
あした

日も おいでよ。

そしたら、また いっしょに 遊
あそ

ぼう。」

　「それは すごいなあ！　ありがとう、

デービッド。君
きみ

は いい 友
とも

だちだね。

今
きょう

日は 楽
たの

しかったよ。明
あした

日は、ぼくの 

レゴと 車
くるま

も 持
も

ってくるね。そしたら、

もっと たくさんの 車
くるま

で 遊
あそ

べるでしょ。

そして、車
くるま

が 走
はし

れる 町
まち

を 作
つく

り始
はじ

める 

ことも できるじゃ ない？」

　「それは 楽
たの

しそうだね。君
きみ

も、すごく

 いい 友
とも

だちだよ、トミー。じゃ、明
あした

日ね！」

　トミーは 自
じ

転
てん

車
しゃ

に 乗
の

って、家
いえ

に 

帰
かえ

っていきました。

*
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　夕
ゆう

食
しょく

の 時
とき

に デービッドが お父
とう

さんと お母
かあ

さんに 言
い

いました。「今
きょう

日ね、おじいちゃんが 昨
きのう

日 

言
い

っていた ことが 分
わ

かったんだ。与
あた

える ことで 失
うしな

う ことは ないってね。前
まえ

は、おもちゃが 全
ぜん

部
ぶ

 

ないと 楽
たの

しく ないと 思
おも

ってたから、ほかの 子
こ

に おもちゃを 貸
か

したくなかったんだ。だけど 今
きょう

日は、

貸
か

してあげたら、友
とも

だちは 喜
よろこ

んでくれたし、ぼくも すごく 楽
たの

しかったんだ。全
ぜん

部
ぶ

の 車
くるま

が なくてもね！」

　「ほかの 子
こ

と 分
わ

け合
あ

うっていう 大
たい

切
せつ

な ことを 学
まな

んだんだね。立
りっ

派
ぱ

だよ、デービッド。おじいちゃんが 

言
い

った通
とお

りだね。与
あた

える ことで 失
うしな

う ことは ないんだね！」と お父
とう

さんも 言
い

いました。


